
令和６年度

子どもエコ講座 事業記録

中野区 環境部 環境課



日時 ７月２８日（日）
午前の部 １０：００～１１：００
午後の部 １３：００～１４：００

対象 小学４～６年生

日時 ８月４日（日）
午前の部 １０：００～１１：３０
午後の部 １３：００～１４：３０

対象 小学１～３年生

燃料電池って何だろう？

親子で木材に触れよう、木材であそぼう！

令和６年度 「子どもエコ講座」チラシ

令和６年度 子どもエコ講座



燃料電池って何だろう？

日時 令和６年７月２８日（日）
午前の部 １０：００～１１：００
午後の部 １３：００～１４：００

会場 中野区役所会議室

参加人数 午前の部 6名
午後の部 １０名

講師 東京ガス株式会社

【講座内容】
電気のつくりかたや新しいエネルギーに
ついて。水素ガスを使った発電実験。



様々な実験で電気の
つくり方を学びました。

手回し発電

ランプを太陽に見立
てた太陽光発電 うちわの風を

使った風力発電

回し続けたり仰ぎ続け
たり、電気をつくるのは
大変という声が・・・

太陽が隠れてしま
うと・・・



水素ボンベの「水素」と空気中の
「酸素」で発電する燃料電池の実験
を行いました。

自然環境に左右されずに発電できるもののひとつが、

燃料電池は「水素」と「酸素」で、
“電気”と“熱”をつくります。

燃料電池

発電時に「二酸化炭素」を出さない
環境にやさしい発電方式です。



最後に、講座を受けての感想や地
球を守り続けるためにわたしたち
ができることを発表してもらいま
した。
電気の大切さを学んだ受講者か
らは、「使っていない電気を消す」
「ゲームの時間を減らす」などの意
見が挙げられました。

まとめ



アンケート結果

アンケート回答者…１６人
おもしろかった…１４人
まあまあおもしろかった…２人

受講者から「実験がおもしろかった」、「燃料電
池の仕組みを知れた」などのお声をいただきま
した。

ご参加いただき、誠にありがとうございました！



親子で木材に触れよう、木材であそぼう！

日時 令和６年８月４日（日）
午前の部 １０：００～１１：３０
午後の部 １３：００～１４：３０

会場 中野区役所会議室

参加人数 午前の部 １７名
午後の部 １４名

講師 一條木材株式会社

【講座内容】
たくさんの端材を自由な発想で並べたり
積んだりする“造形あそび”



日本の国土の約７０％を占める
森林を健全に保つための森の
サイクルについて学びました。

実際に端材に触れて、木の種類による
模様、香り、音の違いを体感しました。

今回はスギとモミ
の木の2種類

木はどこから来たのか？



講師の「タワーをつくってみよう」、「顔をつ
くってみよう」、「橋を架けてみよう」という
指示で、様々な個性的な作品ができあがり
ました。

親子で協力して机と机
を繋ぐ橋が完成！



最後は用意した端材全て
を自由に使ってもらいまし
た。作品と作品がどんどん
繋がっていき最終的に1つ
の町のようになりました。

できあがった作品
を見て回り、こだわ
りのポイントを発表
してもらいました。



アンケート結果

アンケート回答者…３０人
おもしろかった…３０人

受講したお子様から「木で作品をつくったこと
がおもしろかった」、「木をつみあげることを工
夫した」、保護者から「久しぶりに木をしっかり
触りました」などのお声をいただきました。

ご参加いただき、誠にありがとうございました！


